
IDの付け方に注意：IDを省略、あるいは日本語の名前から機械的に生成しようとすると、英数字以外が削られて「-095a9f」のような意味のないIDになってしまう。表示名（name）は日本語のま
までよいが、IDは「ringi-travel」のように内容が分かる英語スラッグを明示的に指定するのがおすすめだ。

今回（第２回）追加する３つ今回（第２回）追加する３つ

Skill
文書の「型」を持たせる

MCP
生きたデータに触らせる

Web検索
探す範囲を社外へ広げる

この土台の上に積み上げる

第１回で作った土台第１回で作った土台

Radeon AI PRO R9700 ＋ vLLM ＋ Open WebUI ＋ RAG
「社内の知識を検索して答える」ところまで

PART 1 営業編 PART 2 在庫管理編 PART 3 リサーチ編

図3 ベースとなるLLMサーバーに追加する3つの仕組み

表2 登録したSkillのカテゴリと内容例
カテゴリ 内容例
議事録テンプレート 定例会議 /プロジェクトキックオフ /顧客打ち合わせ /品質会議 /経営会議 /採用面接 /障害対応会議 /予算検討会議 /ベンダー打ち合わせ /1on1面談
稟議書テンプレート 備品購入 /出張申請 /システム導入 /外部委託契約 /採用稟議 /交際費 /研修費用 /設備投資 /契約更新 /広告出稿
メール文体ガイド 初回問い合わせ返信 /謝罪 /見積もり送付 /進捗報告 /依頼 /督促 /お礼 /アポイント調整 /クレーム対応 /契約後フォロー
提案書テンプレート 新規提案 /価格・見積提示 /競合比較訴求 /導入事例引用 /フォローアップ提案

Pythonスクリプト①

EMAIL_TEMPLATE = """# メール文体ガイド({title})

{desc}の際は、以下のトーン・構成を参考にしてください。

## トーン
{note}。過度にへりくだらず、対等な立場での丁寧語を基本とする。
"""

email_types = [
    ("社外・謝罪", "apology", "ミスやトラブルに対する謝罪連絡",
     "言い訳を先に書かず、まず謝罪と事実確認の意思を明確に伝える"),
    ("社外・見積もり送付", "quotation", "見積書を添付して送付する際の本文",
     "有効期限・前提条件を本文中に明記する"),
    # ...以下、同じ4項目(表示名・IDスラッグ・説明・トーン)を種類の数だけ並べる
]

skills = [
    {
        "id": f"email-{slug}",
        "name": f"メール文体ガイド({name})",
        "description": f"{desc}の際に使う文体・構成のガイド。",
        "content": EMAIL_TEMPLATE.format(title=name, desc=desc, note=note),
        "meta": {"tags": ["メール文体", name]},
    }
    for name, slug, desc, note in email_types
]

JSON配列例①

{
  "id": "email-apology",
  "name": "メール文体ガイド(社外・謝罪)",
  "description": "ミスやトラブルに対する謝罪連絡の際に使う文体・構成のガイド。",
  "content": "# メール文体ガイド(社外・謝罪)\n\nミスやトラブルに対する謝罪連絡
の際は、以下のトーン・構成を参考にしてください。\n\n## トーン\n言い訳を先に
書かず、まず謝罪と事実確認の意思を明確に伝える。過度にへりくだらず、対等な立
場での丁寧語を基本とする。\n",
  "meta": { "tags": ["メール文体", "社外・謝罪"] }
}

テスト例

完全版はこちら▶

冊子版はこちら Web版はこちら


